
揺れ動く中東情勢、80ドル台中盤にとどまる
NY原油先物相場は、1バレル＝93.50ドルをピークに77.78ドルまで急反落した後、80ドル台中盤まで

切り返す不安定な地合になった。週前半は米国とイランの攻撃の応酬が止まったことを受け、供給環境

の改善期待から80ドルの節目も割り込む軟調地合になった。しかし、週後半はイランが周辺国の米軍基

地、サウジアラビアの石油関連施設を攻撃するなど、軍事的な緊張が高まったことで、原油相場は改め

て上昇した。

一方、サウジアラビアは紅海などの海上安全保障を目的とした多国籍連合を結成し、14ヵ国が参加を表

明した。バブ・エル・マンデブ海峡のタンカー通航の落ち込みが限定されていることもあり、供給

ショックは限定的との楽観的な見方が上値を抑えた。先行き不透明感の強さから押し目買い優勢の展開

になったが、一気に90ドル台回復を試するような勢いはなく、80ドル台中盤で売買が交錯した。

米エネルギー情報局（EIA）発表の米石油在庫（7月24日時点）は、原油が前週比717万バレル減、ガ

ソリンが1万バレル増、石油精製品が833万バレル増となった。
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マーケットエッジ株式会社 小菅努

【現状確認】
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中東情勢で揺れ動く、戦闘継続中は短期上振れリスク
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【展望】

中東情勢に強く左右される地合が続く。前週後半は米国とイ

ランの間で攻撃の応酬が再開され、8月に緊張状態は持ち越

されている。米国とイスラエルが、イランの石油施設に対す

る大規模攻撃を検討中との報道もある。また、ホルムズ海峡

とバブ・エル・マンデブ海峡のタンカー通航の安全性を巡る

リスクが高い状況にも変化はみられない。このため、中東全

体で軍事的な緊張が高まった状態が続き、さらに湾岸諸国の

石油関連施設やタンカーなどが攻撃を受けると、改めて90ド

ル台に乗せる可能性がある。

ホルムズ海峡とバブ・エル・マンデブ海峡の船舶通航環境に

も注目したい。サウジアラビアは多国籍連合で紅海などの安

全保障確保に乗り出した。戦闘状態の中でも原油流通が確保

されれば、原油相場の上昇余地は限られる。イランとオマー

ンとの間で、ホルムズ海峡の管理を巡る協議が複数回にわ

たって行われていることにも注目したい。一方、両海峡の船

舶通航隻数の減少傾向が強まると、買いが膨らみやすくなる。

一方、米国とイランの戦闘は続いているものの、米軍による

主要な目標への攻撃はすでに一巡しており、さらに武器の不

足も指摘され始めている。緊張状態の早期解消は難しい状況

だが、米国とイランの攻撃の応酬が止まると、改めて間接協

議が開催され、湾岸諸国からの原油供給が正常化に向かうと

の期待が高まり、原油相場の上値を抑えよう。

短期的な値動きの予想が困難な地合が続くが、中東で戦闘状

態が続いている間は、直近高値93.50ドルを上抜く可能性を

残す。ただし、徐々に上値を買い進むことには慎重姿勢が目

立ち、今後も小康状態と混乱状況を行き来しながら、短期的

には上昇圧力が残る展開になろう。
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